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活動報告 

祈りの灯火-想いつないで‐ 

3 月 9 日、「祈りの灯火 2014～想いつないで～」を無事終了するこ

とができました。 

昨年 11 月頃から実行委員会を開催し、試行錯誤しながら本番を迎え

ました。準備を進めていく中で、灯籠制作会や県内外各地からお寄せ

いただいた灯籠、メッセージ、支援金など、本当に多くの方の想いが

この追悼行事に向けられているのだと日々実感していました。 

今回で 3 回目となったこの「祈りの灯火」ですが、「復興支援のため

に何をやっていいのか分からないが、灯籠制作なら自分にもできると

思い参加した」という声が年々増えているように思います。 

支援の形は様々ですが、犠牲になられた方々へ追悼の意を表す「祈

りの灯火」を通して、それぞれが自分にできることをご家族やご友人、

周囲の方々、全国各地の方々と想いをつないで形にすることができた

のではないかと感じました。 

復興支援はまだまだこれから。今回の追悼行事を終え、震災から 4

年目へと突入しました。一人一人が復興への気持ちを新たにし、これ

からも想いがつながっていきますように。 

 ご協力してくださった全ての人に感謝して、ご挨拶とさせていただ

きます。本当にありがとうございました。 

              ＜祈りの灯火実行委員長/ 立花有彩＞ 

 

 

被災地ツアー 

岩手に行ってみませんか？そのお誘いに、今年中学生

になる息子と初めて三陸沖地震の地を訪れる事になりま

した。 

１日目、三重を夜７時に車で出発し、約１０００キロ

離れた盛岡まで高速を交代で走り、盛岡に着き、神子田

朝市で盛岡ゆいっこの成田さん、吉田さんにお会いし、
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▲次に詰め込み作業 

 

 

▲たくさんの人が心を込めて灯籠を作ってくれました 

 

 

▲灯りが雪に映えてとても綺麗でした 
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被災地への支援活動に使う支援金を随時募集しております。無理

のない範囲でご協力いただければと思います。振込は下記口座ま

でお願いします。 

 

◆ゆうちょ銀行 

記号／１８３５０ 番号／６６０２２５１ 

名義／いわてゆいっこ盛岡 （イワテユイッコモリオカ） 

※他金融機関からの振込の場合 

店名／八三八（ハチサンハチ） 店番／８３８ 

預金種目／普通預金 口座番号／０６６０２２５ 

名義／いわてゆいっこ盛岡（イワテユイッコモリオカ） 

◆岩手銀行 

店番／１０７  口座番号／２０６１６８０ 

預金種目／普通預金 

名義／いわてゆいっこ盛岡 代表理事 立花有彩 

（イワテユイッコモリオカ ダイヒョウリジ タチバナアリサ） 

朝食後三陸沖地震で被害の多かった沿岸部、まずは田老

に車を進めました。初めて訪れる岩手は３月末には珍し

く大雪警報。しかも珍しく沿岸部が大雪でした。 

盛岡から宮古に抜ける道は渋滞で２時間半で着けるはず

の道のりが大幅に遅れ、田老の語りべさんにはずいぶん

ご迷惑をおかけしました。 

 津波対策の最先端の地と言われた田老は１面真っ白な

雪に覆われていましたが、あったはずの家が全くなくな

っていました。 

 口には出せませんでしたが、ニュースで流れていた映

像の場所がそこにありました。強固な堤防が今回の津波

によって壊され、行政が出した答えはより強固なスーパ

ー堤防。自然に力で対抗すると言う考え方は少し違和感

を感じました。 

 その後宮古高浜の仮設住宅訪問させて頂き牛乳パック

の灯篭を仮設住宅の皆さんと作らさていただきました。

なかなか皆さんに話しかける事もできず、不甲斐無い自

分が情けなく思いました。 

 仮設住宅の子供達が風船で遊び始め、少しだけ一緒に

遊びましたが、この子たちが本当の幸せを掴んでくれる

事を心から祈っています。 

                     ＜下出＞

 

２日目(主に陸前高田) 

大船渡民宿海楽荘を出発～陸前高田

被災地語り部くぎこ屋にて釘子さん

のお話と案内～気仙大工左官伝承官

にて希望の灯りを参拝～伝承館見学

～昼食（郷土料理）陸前高田カモメ

ネット→ここでは少しですが、花の

種をまきました。～陸前高田未来商

店街にて買い物。釘子さんのお話を

聞き、テレビでは知ることのない震

災後の生活上の問題や、避難所での

組織作りの大切さを教わり、東南海

地震に備え大変に勉強になりました。

私は介護業務に携わっていることも

あり、今後日常から震災に備えて事

前の話し合いや、避難所での生活の

問題点や課題等、ご利用者の方や親

御様にも伝えていきたいと思います。 

 

 

それまではテレビの向こう側のよう

な少し遠い場所でしたが、実際に足を

運び より身近な場所に感じました。自

分一人ではなかなか行動に移すことは

難しいですが、こうして誘って頂き経

験が出来ました。誘って頂いた方、一

緒に行ってくださった方々にもとても

感謝しています。ありがとうございま

した。 

 今回の旅は自分にとっていろいろと

感じることが大きく、改めて津波の恐ろしさにびっくりしたことや、込み上

げてくる感情等 ありました。書き出すと纏まりがつかなくなり、得た経験や

知識が自分の中で大きかったのでこれを感想としました。 

 さっそくその翌日から、釘子さんの資料を持って 自分が得た知識を伝えて

います。中でも、重度訪問介護の利用者さんは、対策を日常から考えておき

たいと、施設にも資料を持っていくと言ってみえました。 

より震災に感心を持つことが出来ました。           ＜柏原＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ゆいっこ盛岡新聞」は、いわてゆいっこ盛岡ホームページより PDFでご覧いただけます。 郵送をご希望の方は電話かメールにて事務局にお知らせください。                   

                                                                                                        

 

日（曜日） 活動内容 

３/９(日) ●祈りの灯火 2014（盛岡市） 

３/21･22(金土） 
●被災地ツアー 

（宮古～陸前高田市） 

ＮＰＯ法人 青年協議会 

http://seinen-kyougikai.jp/wp/ 

支援金を募集しております 

 

支援金をありがとうございました！ 

【支援金総合計】（Ｈ２６.３.３１現在） 
￥２，４４４，６２０ 
※日本財団、赤い羽根共同募金、ＮＰＯ法人青年協議会からの

支援金を除いた金額となっております。 

【支援金をいただいた方】（Ｈ２６年３月） 

  六波羅 弘子 様  (３/７) 

  浅井 聡之 様  (３/１０) 

  近藤 幸司 様  (３/２３) 

▲この日は沿岸地方には珍しく大雪が 

 

 


